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私
は
、
未
来
へ
つ
な
ぐ

「
愛
・
夢
・
安
ら
ぎ
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
平
和
な

町
づ
く
り
、
教
育
文
化
の
町

づ
く
り
、
福
祉
の
町
づ
く
り
、

豊
か
な
町
づ
く
り
、
住
み
よ

い
町
づ
く
り
、
健
康
の
増
進

と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
そ
し
て

町
民
参
加
の
町
づ
く
り
、
こ

の
７
つ
の
政
策
宣
言
を
行
い
、

町
民
皆
様
か
ら
の
ご
信
任
を

い
た
だ
き
、
町
政
運
営
を
付

託
さ
れ
粉
骨
砕
身
の
想
い
で

職
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
政
策
に
重
点
を

置
き
な
が
ら
、
町
の
財
政
健

全
化
へ
の
着
実
な
取
り
組
み

を
推
進
し
、
持
続
可
能
な
財

政
基
盤
の
確
立
に
努
め
つ
つ
、

重
要
な
政
策
課
題
に
は
必
要

な
予
算
措
置
を
講
じ
る
な
ど
、

メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
町
政
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
町
政
運
営
に
対

す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
31
年
度

に
実
施
す
る
施
策
に
つ
い
て
、

そ
の
骨
子
を
申
し
述
べ
ま
す
。

　「
第
五
次
総
合
計
画
」
の

将
来
像
「
と
も
に
つ
く
る
黄

金
南
風
の
平
和
郷
」
に
向
け

て
、
地
域
社
会
へ
の
愛
着
と

誇
り
、
そ
し
て
自
ら
責
任

を
持
っ
て
暮
ら
す
町
民
が
、

個
々
の
思
い
を
表
し
、
意
見

を
交
わ
し
、
夢
や
目
標
を
実

現
し
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
諸

施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　
そ
の
基
本
理
念
の
「
平

和
」、「
自
立
」、「
共
生
」
の

実
現
に
つ
い
て
は
、
世
界
の

恒
久
「
平
和
」
を
願
う
町
民

の
心
を
内
外
へ
発
信
す
る
平

和
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
と
と
も
に
、
新
た

な
時
代
の
中
で
、「
自
立
」

は
じ
め
に

は
じ
め
に

こ
が
ね

さ
　  

と
は
　
え

と
も
に
つ
く
る

黄
金
南
風
の

平
和
郷
に
つ
い
て 

と
も
に
つ
く
る

黄
金
南
風
の

平
和
郷
に
つ
い
て 

こ
が
ね

さ
　  

と
は
　
え
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し
た
人
々
が
育
ち
集
う
、
地

域
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、

そ
し
て
、
ま
ち
の
様
相
が
移

り
変
わ
る
中
で
、
改
め
て
自

然
と
の
調
和
、
人
と
人
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
「
共
生
」

し
た
暮
ら
し
を
創
造
し
て
い

く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
多
様
な
学
び

の
場
を
と
お
し
て
町
民
一
人

ひ
と
り
が
共
に
考
え
、
助
け

合
い
、
支
え
合
っ
て
創
意
と

工
夫
で
地
域
力
を
高
め
積
極

的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
地
域
活
動
の

現
状
と
課
題
を
認
識
し
、
自

治
会
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
町
民
と
行
政
の
情
報
共
有

に
つ
い
て
は
、
広
報
紙
を
は

じ
め
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電

光
掲
示
板
等
あ
ら
ゆ
る
手
法

を
活
用
し
、
わ
か
り
や
す
く

必
要
な
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

ま
た
、
各
種
委
員
会
等
へ
の

住
民
参
画
を
促
し
、
引
き
続

き
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
が

町
政
に
最
大
限
に
反
映
さ
れ

る
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
子
ど
も
達
の「
生
き
る
力
」

と
主
体
的
な
行
動
を
育
て
て

い
く
た
め
に
、「
家
庭
教
育
」、

「
ふ
る
さ
と
教
育
」、「
学
校

教
育
」
を
通
し
て
、
自
ら
考

え
、
決
め
、
行
動
で
き
る
人

づ
く
り
を
家
庭
と
学
校
、
地

域
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
町
民
待
望
の
学
校
空
調
設

備
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
実

施
時
期
を
前
倒
し
し
、
今
年

度
で
幼
稚
園
か
ら
小
中
学
校

ま
で
の
全
普
通
教
室
に
設
置

を
行
い
、
快
適
な
教
育
環
境

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
幼
稚
園
教
育
、
保
育
に
つ

い
て
は
子
ど
も
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た
幼

児
教
育
の
重
要
性
を
捉
え
、

専
任
園
長
配
置
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
事
業
を
展
開
し
、

よ
り
一
層
の
幼
稚
園
教
育
及

び
保
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、

安
全
・
安
心
な
給
食
を
提
供

し
、
健
康
づ
く
り
に
努
め
、

食
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
町
民
の
生
涯
学
習
を
推
進

み
ん
な
で
考
え
、

み
ん
な
で
創
る

わ
く
わ
く
す
る

ま
ち
に
つ
い
て

み
ん
な
で
考
え
、

み
ん
な
で
創
る

わ
く
わ
く
す
る

ま
ち
に
つ
い
て

き
ら
き
ら
と

輝
く
人
が
育
つ

ま
ち
に
つ
い
て

き
ら
き
ら
と

輝
く
人
が
育
つ

ま
ち
に
つ
い
て

す
る
た
め
、
中
央
公
民
館
や

文
化
セ
ン
タ
ー
を
文
化
活
動

や
学
習
活
動
の
拠
点
と
し
て

活
用
し
、
幅
広
い
年
齢
層
が

交
流
す
る
機
会
の
拡
充
を
図

り
ま
す
。
平
和
学
習
・
交
流
・

観
光
関
連
事
業
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
沖
縄
陸
軍
病
院
南

風
原
壕
群
の
活
用
、「
子
ど

も
平
和
学
習
交
流
事
業
」
に

よ
る
小
学
生
の
派
遣
、「
青

少
年
の
国
際
交
流
」
に
よ
る

中
学
生
の
カ
ナ
ダ
派
遣
を
実

施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

つ
い
て
は
、
黄
金
森
公
園
施

設
を
活
用
し
た
、
ス
ポ
ー
ツ

キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
や
全
国
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
開

催
地
と
し
て
、
広
く
ス
ポ
ー

ツ
実
践
の
機
会
を
与
え
る
と

と
も
に
、
町
民
へ
の
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
及
び
競
技
力
向
上
の

推
進
等
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

取
り
組
み
ま
す
。

学校給食の様子

行政懇談会（東新川区）
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子
育
て
を
し
て
い
る
保
護

者
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
る
子
ど
も
医
療
費
の

現
物
給
付
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。
保
育
所
入
所
に
係
る
待

機
児
童
対
策
に
つ
い
て
は
、

90
名
定
員
の
保
育
園
２
園
の

整
備
を
行
い
、
小
規
模
保
育

園
に
つ
い
て
も
整
備
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
子
ど
も
元
気
支
援

員
２
名
の
配
置
と
居
場
所
と

な
る
子
ど
も
元
気
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

の
設
置
で
、
支
援
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
を
し
っ
か
り
と

支
え
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
育
成
さ
れ
る
よ
う
取
り

組
み
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運

営
に
つ
い
て
は
、
国
保
税
率

改
正
に
つ
い
て
国
保
加
入
者

へ
の
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

県
も
保
険
者
と
な
り
国
保
の

財
政
運
営
の
主
体
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
連
携
し
て
新
制

度
の
円
滑
な
推
進
と
国
民
健

康
保
険
の
安
定
的
な
運
営
を

目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
国
保
の
財
政
状

況
の
解
決
に
向
け
て
は
、
引

き
続
き
沖
縄
の
特
殊
事
情
に

配
慮
し
た
財
政
支
援
や
制
度

設
計
の
構
築
等
を
国
へ
要
請

し
、
県
に
対
し
て
も
市
町
村

国
保
へ
の
支
援
を
要
請
し
ま

す
。

　
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
予
防
活
動
の
充
実

を
図
り
、
妊
娠
期
か
ら
高
齢

期
ま
で
生
涯
に
わ
た
る
健
康

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
そ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
一
括

交
付
金
を
活
用
し
た
学
童
期

の
生
活
習
慣
病
予
防
の
取
り

組
み
の
継
続
及
び
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
交
付
金
を
活
用

し
た
妊
産
婦
か
ら
子
育
て
期

ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援

の
充
実
強
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者

福
祉
に
つ
い
て
は
、「
第
８

次
南
風
原
町
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
」、「
第
４
次
南
風
原

町
障
が
い
者
計
画
」
に
基
づ

き
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
充
実
や
相
談
支
援
体
制

の
強
化
を
図
り
、
社
会
参
加

や
自
立
を
支
え
る
支
援
体
制

を
確
立
し
、
町
民
が
と
も
に

支
え
あ
う
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事

業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
工
事
及

び
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
へ

の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、

農
地
の
有
効
活
用
を
推
進

し
、
農
地
の
保
全
や
土
壌
改

良
・
地ち

り
ょ
く力
増
強
を
促
進
す
る

た
め
の
土
づ
く
り
奨
励
補
助

を
継
続
し
ま
す
。
拠
点
産
地

で
あ
る
か
ぼ
ち
ゃ
の
増
産
支

援
の
た
め
の
ミ
ツ
バ
チ
巣
箱

設
置
や
花
粉
交
配
用
品
種
の

導
入
な
ど
の
助
成
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
新
規
就
農
一

貫
支
援
事
業
の
活
用
に
よ
る

生
産
農
家
を
支
援
し
、
農
業

経
営
基
盤
の
強
化
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
付
加
価
値
の
高

い
農
産
物
の
生
産
や
出
荷
体

制
の
強
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
行
い
、

販
路
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
す
る
こ
と
で
農
業

経
営
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

工
夫
と
連
携
で

産
業
が
躍
動
す
る

ま
ち
に
つ
い
て

工
夫
と
連
携
で

産
業
が
躍
動
す
る

ま
ち
に
つ
い
て

ち
む
ぐ
く
る
で

と
も
に
つ
く
る

福
祉
と
健
康
の

ま
ち
に
つ
い
て 

ち
む
ぐ
く
る
で

と
も
に
つ
く
る

福
祉
と
健
康
の

ま
ち
に
つ
い
て 

町老人会ゲートボール大会

ハワイ交流事業
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担
い
手
育
成
な
ど
に
つ
い
て

は
、
町
農
業
委
員
会
の
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
、
Ｊ

Ａ
お
き
な
わ
、
農
地
中
間
管

理
機
構
と
連
携
し
耕
作
放
棄

地
や
遊
休
農
地
を
解
消
し
、

農
地
の
確
保
・
集
積
を
行
う

と
と
も
に
、
農
業
次
世
代
人

材
投
資
資
金
交
付
金
の
給
付

等
に
よ
り
、
新
規
就
農
者
等

の
農
業
の
担
い
手
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ

キ
ビ
振
興
に
つ
い
て
は
、
病

害
虫
対
策
や
種し

ゅ
び
ょ
う苗
配
布
に
対

す
る
補
助
等
に
よ
る
生
産
振

興
を
図
り
ま
す
。

　
花
き
振
興
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
品
目
へ
の
取
り
組
み

の
強
化
や
導
入
支
援
に
努
め

る
と
と
も
に
、
ス
ト
レ
リ
チ

ア
立
ち
枯
れ
対
策
の
強
化
を

促
進
し
ま
す
。

　
畜
産
振
興
に
つ
い
て
は
、

生
産
基
盤
の
整
備
と
経
営
の

安
定
化
を
図
る
た
め
、
家
畜

公
害
・
環
境
保
全
対
策
事
業

や
家
畜
伝
染
病
予
防
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
商
工
振
興
に
つ
い
て
は
、

一
括
交
付
金
を
活
用
し
た

「
南
風
原
町
地
域
ブ
ラ
ン
ド

構
築
・
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

事
業
に
よ
り
、「
は
え
ば
る

良
品
」
の
認
証
、
特
産
品
の

販
路
拡
大
に
町
商
工
会
と
連

携
し
取
り
組
み
ま
す
。

　
中
小
企
業
小
規
模
企
業
振

興
に
つ
い
て
は
、
町
内
中
小

企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
、

創
業
の
促
進
が
図
ら
れ
る
よ

う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
町

商
工
会
の
強
化
や
地
域
経
済

の
活
性
化
発
展
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
先
端
設
備
等
導
入
計

画
に
基
づ
き
設
備
投
資
の
支

援
や
地
方
拠
点
強
化
、
地
域

経
済
牽
引
事
業
を
活
用
し
本

町
へ
の
企
業
立
地
の
促
進
や

支
援
を
強
化
し
、
町
民
の
雇

用
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
伝
統
工
芸
産
業
振
興
に
つ

い
て
は
、「
沖
縄
型
産
業
中

核
人
材
育
成
事
業
」
等
に
よ

る
、
デ
ザ
イ
ン
の
技
術
習
得
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
強
化
、
経

営
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
工

芸
品
の
価
値
を
高
め
る
た
め

の
取
り
組
み
を
行
う
と
と
も

に
、
販
路
の
拡
大
等
を
琉
球

絣
組
合
と
連
携
し
取
り
組
み

ま
す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、

観
光
協
会
と
連
携
し
て
観
光

施
策
の
推
進
・
振
興
に
努
め

ま
す
。

　
急
速
な
都
市
化
が
進
展
す

る
本
町
に
あ
っ
て
自
然
環
境

と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
は

防
災
や
地
域
経
済
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
重
要
な
要
素

で
す
。
地
域
と
協
働
し
た
防

災
・
防
犯
体
制
の
連
携
を
図

り
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
事
業
に
つ
い

て
は
、
町
道
10
号
線
と
町
道

73
号
線
の
事
業
進
捗
を
図
り
、

新
た
に
照
屋
地
内
の
町
道
68

号
線
整
備
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
街
路
事
業
に
つ
い
て
は
、

津
嘉
山
中
央
線
・
津
嘉
山
中

央
線
２
工
区
の
事
業
用
地
確

保
と
津
嘉
山
中
央
線
の
工
事

を
併
せ
て
進
め
ま
す
。

　
公
園
事
業
に
つ
い
て
は
、

黄
金
森
公
園
の
転
落
防
止
柵

及
び
野
球
場
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ

ト
の
取
り
替
え
と
津
嘉
山
公

園
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
津
嘉
山
北
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
は
、
旧
津
嘉

山
ハ
イ
ツ
区
域
の
宅
地
造
成

等
の
整
備
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
の
汚
水
整
備

み
ど
り
と
ま
ち
が

調
和
し
た
安
全
・
安
心

の
ま
ち
に
つ
い
て

み
ど
り
と
ま
ち
が

調
和
し
た
安
全
・
安
心

の
ま
ち
に
つ
い
て

琉球絣を学ぶ研修生たち

スターフルーツをほおばる児童たち
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に
つ
い
て
は
、
津
嘉
山
北
土

地
区
画
整
理
事
業
区
域
を
重

点
地
区
と
し
て
整
備
を
促
進

し
、
併
せ
て
下
水
道
接
続
の

普
及
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

雨
水
整
備
で
は
、
引
き
続
き

照
屋
地
内
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ

い
て
は
、
新
た
に
神
里
地
区

汚
水
処
理
施
設
の
老
朽
化
に

伴
う
再
整
備
に
向
け
た
施
設

の
診
断
調
査
等
に
着
手
し
、

併
せ
て
下
水
道
接
続
の
普
及

活
動
に
つ
い
て
も
促
進
し
ま
す
。

　
計
画
関
係
に
つ
い
て
は
、

那
覇
空
港
自
動
車
道
南
イ
ン

タ
ー
周
辺
の
市
街
地
整
備
事

業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
、
市
街
化
区
域
編
入
に

係
る
調
査
、
第
５
次
総
合
計

画
土
地
利
用
構
想
と
の
整
合

を
図
る
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
見
直
し
等
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
南
風
原
町
景
観
計
画

の
公
示
、
景
観
条
例
を
策
定

し
、
２
０
２
０
年
の
運
用
開

始
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
交
通
安
全
施
設
整
備
に
つ

い
て
は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

設
置
や
横
断
防
止
柵
の
整
備

等
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
住
み
良
い
住
環
境
と
循
環

型
社
会
の
実
現
に
向
け
、
ご

み
処
理
に
つ
い
て
は
、
適
正

処
理
と
と
も
に
、
不
要
な
も

の
は
断
る
、
ご
み
を
減
ら
す
、

再
利
用
す
る
、
修
理
す
る
再

資
源
化
を
推
進
し
、
ご
み
減

量
化
と
資
源
化
・
再
利
用
を

促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
は
え
ば
る
版
リ

サ
イ
ク
ル
ル
ー
プ
」
事
業
を

中
心
に
、
町
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

企
業
・
事
業
所
等
と
の
連
携

及
び
情
報
共
有
を
行
い
ま
す
。

　
沖
縄
の
貴
重
な
自
然
環
境

を
残
し
、
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド

沖
縄
を
目
指
す
た
め
、
町
民

の
具
体
的
な
活
動
へ
の
支
援

と
環
境
意
識
の
啓
発
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教

育
・
環
境
学
習
も
重
要
な
こ

と
か
ら
、「
は
え
ば
る
エ
コ

セ
ン
タ
ー
」
を
活
用
し
た
各

種
環
境
講
座
や
学
校
と
の
連

携
に
よ
る
環
境
学
習
支
援
事

業
を
実
施
し
、
環
境
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

公
共
施
設
等
に
つ
い
て
も
、

「
南
風
原
町
地
球
温
暖
化
防

止
実
行
計
画
」
に
基
づ
き
省

エ
ネ
対
策
を
進
め
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
を
推
進

し
ま
す
。

　
ご
み
の
不
法
投
棄
等
に
つ

い
て
は
、
町
内
の
不
法
投

棄
発
生
箇
所
を
中
心
に
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
う
と
と
も
に
、

立
て
看
板
等
を
設
置
し
対
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
町
民
の
生
活
に
密
接
し
た

悪
臭
、
騒
音
、
水
質
汚
濁
、

振
動
等
の
公
害
問
題
に
つ
い

て
は
、
各
関
係
機
関
と
連
携

し
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め

ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
り
、
安
定
し

た
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、

平
成
30
年
度
を
初
年
度
と
し

た
「
中
期
財
政
計
画
」
を
基

に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
国

保
会
計
の
累
積
赤
字
、
後
年

度
の
財
政
負
担
の
見
込
増
に

よ
る
情
勢
等
の
変
化
が
生
じ

た
こ
と
に
よ
り
、
本
計
画
を

行
政
改
革
検
討
委
員
会
に
お

い
て
見
直
し
ま
す
。
　

　
ま
た
、
安
定
的
で
健
全
な

財
政
構
造
を
構
築
す
る
必
要

か
ら
、
よ
り
一
層
高
い
コ
ス

ト
意
識
を
持
っ
て
経
費
全
般

に
わ
た
る
縮
減
合
理
化
を
図

り
、
負
担
の
公
平
性
を
保
ち

な
が
ら
、
限
ら
れ
た
行
政
資

源
を「
効
率
的
で
効
果
的
に
」

活
用
し
、
持
続
可
能
な
財
政

健
全
な
行
財
政

運
営
に
つ
い
て

環
境
と
共
生
す
る

美
し
く
住
み
よ
い

ま
ち
に
つ
い
て

環
境
と
共
生
す
る

美
し
く
住
み
よ
い

ま
ち
に
つ
い
て

黄金森公園・芝広場
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基
盤
の
確
立
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
高
度
化
・
多
様
化
す
る
町

民
ニ
ー
ズ
や
新
た
な
行
政
課

題
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応

す
る
た
め
、
南
風
原
町
職
員

人
材
育
成
方
針
に
基
づ
く
人

材
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
の
予
算
編
成

に
つ
い
て
は
、
第
五
次
総
合

計
画
に
掲
げ
た
「
と
も
に
つ

く
る
黄
金
南
風
の
平
和
郷
」

の
実
現
を
目
指
し
、
引
き
続

き
一
括
交
付
金
の
活
用
に
工

夫
を
凝
ら
し
、
積
極
性
を
失

わ
ず
に
実
効
性
を
担
保
す
る

経
費
の
確
保
を
念
頭
に
置
き

つ
つ
、
過
去
に
例
を
見
な
い

ほ
ど
非
常
に
厳
し
い
財
政
状

況
か
ら
、「
選
択
と
集
中
」

に
よ
る
予
算
編
成
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
子
育

て
支
援
・
教
育
の
充
実
を
図

り
、
福
祉
向
上
、
産
業
振
興

等
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

事
業
を
実
施
し
、「
南
風
原

町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」「
南

風
原
町
に
ず
っ
と
住
み
続
け

た
い
」、
そ
う
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
町
づ
く
り
に
、

誠
心
誠
意
取
り
組
み
ま
す
。

　
平
成
31
年
度
の
各
会
計
予

算
編
成
の
内
訳
は
、

と
な
り
ま
す
。

　
以
上
、
平
成
31
年
度
の
町

政
運
営
に
つ
い
て
の
考
え
方

と
主
要
施
策
の
概
要
な
ど
に

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　
予
算
以
外
の
審
議
案
件
と

し
て
議
案
４
件
、
ま
た
、
追

加
議
案
と
し
て
数
件
提
出
す

る
予
定
で
す
。
平
成
30
年
度

補
正
予
算
の
議
案
に
つ
い
て

は
、
先
議
案
件
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
議
員
各
位
の
慎
重
な

る
ご
審
議
の
上
、
議
決
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
　

平
成
31
年
３
月
４
日

南
風
原
町
長
　
赤
嶺
　
正
之

予
算
編
成
に
つ
い
て

予
算
編
成
に
つ
い
て

お
わ
り
に

お
わ
り
に

一般会計

特別会計

全会計合計

13,130,363千円

5,608,420千円

18,738,783千円

名古屋グランパス春季キャンプ


